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１．2025年12月期第２四半期（中間期）の業績（2025年１月１日～2025年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期中間期 6,652 13.4 392 △6.0 414 △3.8 250 0.8
2024年12月期中間期 5,866 － 417 － 430 － 248 －

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期中間期 44.34 43.75
2024年12月期中間期 45.22 43.54

(注) 2023年12月期中間期については中間財務諸表を作成していないため、2024年12月期中間期の対前年中間期増減率

については記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期中間期 8,111 5,102 62.9
2024年12月期 8,045 4,941 61.4

(参考) 自己資本 2025年12月期中間期 5,102百万円 2024年12月期 4,941百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 0.00 － 18.00 18.00
2025年12月期 － 0.00
2025年12月期(予想) － 23.00 23.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年12月期の業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 14.1 1,000 16.2 1,000 13.6 620 15.8 109.70

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年12月期中間期 5,651,700株 2024年12月期 5,634,900株

② 期末自己株式数 2025年12月期中間期 31株 2024年12月期 31株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年12月期中間期 5,651,669株 2024年12月期中間期 5,498,546株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は今後の様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注意事項等に

ついては、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。

（決算補足説明資料の入手について）

決算補足説明資料は、2025年８月14日（木）に当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間会計期間におけるわが国経済は、所得環境の改善による個人消費の回復や旺盛なインバウンド需要に支え

られ、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

しかしながら、物価高による消費マインドの下振れや米国の関税政策の影響等のリスクは払拭されておらず、依

然として先行き不透明な状況が続いております。

外食産業におきましては、人流の活発化や旺盛なインバウンド需要等により外食需要は堅調に推移しておりま

す。一方、米をはじめとする食材価格の高騰や人件費関連コストの上昇、国内消費者の低価格志向の高まりといっ

たマイナス要因が存在し、経営環境は不安定な状況にあります。

このような状況の中、当社は「日本の食文化とおもてなしの心で世界中を笑顔に！」を経営ビジョンとし、「た

くさんのお客様にありがとうと言われるお店でありたい」を店舗理念に掲げ、全社一丸となって企業価値の向上に

努めてまいりました。

商品・販売施策につきましては、１月から２月にかけて「餃子半額祭」、「焼きめし定食（小）半額祭」、３月

には「春の生ビール半額祭」、「お子さまラーメン半額祭」を開催いたしました。また、６月には毎年恒例の「創

業感謝祭」を開催いたしました。

期間限定商品につきましては、1月に「野菜たっぷり塩タンメン」、３月に「特製肉玉醤油そば」、４月に「背脂

スタミナまぜそば」、５月に「冷やし醤油らーめん」、「セアブラ担担麺」等を販売し、多くのお客様にご好評い

ただきました。

一方、食材価格の高騰、人件費上昇等に伴い、３月に販売価格の改定を行いました。加えて、６月に複数ブラン

ドを束ねた持続的な成長モデルを構築するため、株式会社グランキュイジーヌの全株式を取得し子会社化するため、

株式譲渡契約を締結いたしました。

出退店の状況につきましては、３月に三重県に「イオンモール津南店」（社内ＦＣ加盟店）、愛知県に「豊明

店」（直営店）、東京都に「渋谷宮益坂店」（直営店）、４月に岩手県に初出店となる「イオンモール盛岡南店」

（ＦＣ加盟店）、５月に東京都に「八王子万町店」（直営店）を出店いたしました。また、８月に台湾現地法人に

よる海外１号店が出店できる見込みとなりました。この結果、ラーメン魁力屋156店舗（うち直営店115店舗、ＦＣ

加盟店等41店舗）、中食事業等10店舗の合計166店舗となりました。

以上の結果、当中間会計期間における売上高は6,652,861千円となり、前年同期と比べ785,956千円（13.4％）の

増収となりました。利益面につきましては、売上高は増収となったものの、米をはじめとした食材価格の高騰によ

る原価率の悪化や人件費の上昇に伴う販売費及び一般管理費の増加に伴い、営業利益は392,535千円となり、前年同

期と比べ24,931千円（△6.0％）の減益となりました。経常利益につきましては、営業利益が減益となったことに伴

い414,594千円となり、前年同期と比べ16,306千円（△3.8％）の減益となりました。中間純利益につきましては、

営業利益、経常利益は減益となったものの、税金費用が減少したことに伴い250,599千円となり、前年同期と比べ

1,932千円（0.8％）の増益となりました。

なお、当社は飲食事業の単一セグメントであるためセグメントごとの記載はしておりません。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間会計期間末の資産合計は、8,111,516千円となり、前事業年度末と比較して66,277千円の増加となりまし

た。流動資産は4,286,467千円となり、前事業年度末と比較して17,684千円の増加となりました。これは主に、現金

及び預金が52,352千円増加、その他（未収入金等）が52,840千円増加した一方で、預け金が66,872千円減少、売掛

金が9,848千円減少したこと等によるものであります。

固定資産は3,825,049千円となり、前事業年度末と比較して48,592千円の増加となりました。これは主に、新規出

店等により有形固定資産が61,146千円増加、敷金及び保証金が27,368千円増加した一方で、繰延税金資産が34,811

千円減少、建設協力金が10,580千円減少したこと等によるものであります。

（負債）

当中間会計期間末の負債合計は3,008,816千円となり、前事業年度末と比較して94,890千円の減少となりました。

流動負債は1,898,426千円となり、前事業年度末と比較して336,768千円の減少となりました。これは主に、１年内
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返済予定の長期借入金が48,915千円増加、買掛金が20,672千円増加した一方で、未払金が206,879千円減少、その他

（未払費用等）が146,460千円減少、未払法人税等が62,207千円減少したこと等によるものであります。

固定負債は1,110,390千円となり、前事業年度末と比較して241,877千円の増加となりました。これは主に、長期

借入金が221,080千円増加、その他（預り保証金等）が11,706千円増加、資産除去債務が9,090千円増加したこと等

によるものであります。

（純資産）

当中間会計期間末の純資産合計は5,102,700千円となり、前事業年度末と比較して161,168千円の増加となりまし

た。これは主に、中間純利益250,599千円の計上と、ストックオプションの行使により資本金及び資本準備金が

11,995千円増加した一方で、配当金101,427千円の支払いにより利益剰余金が減少したこと等によるものでありま

す。以上の結果、自己資本比率は、前事業年度末の61.4％から62.9％となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間末における現金及び現金同等物は、3,507,179千円となり、前事業年度末と比較して100,323千円

の減少となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前中間会計期間505,168千円の収入に対し、

222,081千円の収入となりました。これは主に、税引前中間純利益414,594千円、減価償却費129,861千円を計上、棚

卸資産の減少10,788千円、仕入債務の増加20,672千円があった一方で、未払金の減少14,741千円、未払消費税等の

減少21,981千円、未払費用の減少123,133千円、法人税等の支払額190,069千円があったこと等によるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前中間会計期間294,676千円の支出に対し、

361,777千円の支出となりました。これは主に、新規出店に伴う有形固定資産の取得による支出345,245千円、敷金

及び保証金の差入による支出27,499千円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前中間会計期間188,483千円の支出に対し

176,994千円の収入となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出130,005千円、配当金の支払額100,943

千円があった一方で、長期借入れによる収入400,000千円、ストックオプションの行使による収入11,995千円があっ

たこと等によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年12月期の業績予想につきましては、2025年５月15日に公表いたしました数値に変更はありません。

なお、当社は株式会社グランキュイジーヌの子会社化及び子会社である台湾魁力屋國際股份有限公司が台湾で１号

店を出店することに伴い、2025年12月期第３四半期より連結決算に移行する予定であります。

これに伴い、2025年7月～2025年12月の６か月分の損益計算について2025年12月期の連結損益計算書にて連結する

予定であります。連結業績予想につきましては、算出でき次第お知らせいたします。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年12月31日)

当中間会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,401,833 3,454,186

売掛金 428,711 418,862

原材料 43,111 32,323

預け金 228,609 161,737

その他 166,517 219,358

流動資産合計 4,268,783 4,286,467

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,966,330 2,033,888

その他（純額） 479,025 472,614

有形固定資産合計 2,445,355 2,506,502

無形固定資産 65,662 66,777

投資その他の資産

関係会社株式 209,986 209,986

繰延税金資産 310,666 275,855

敷金及び保証金 523,219 550,587

建設協力金 189,057 178,477

その他 32,508 36,862

投資その他の資産合計 1,265,438 1,251,768

固定資産合計 3,776,456 3,825,049

資産合計 8,045,239 8,111,516
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年12月31日)

当中間会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 481,102 501,774

短期借入金 30,000 30,000

１年内返済予定の長期借入金 238,497 287,412

未払金 852,868 645,988

未払法人税等 230,823 168,616

賞与引当金 26,867 32,337

株主優待引当金 5,767 9,648

資産除去債務 160 ―

その他 369,109 222,648

流動負債合計 2,235,194 1,898,426

固定負債

長期借入金 377,080 598,160

資産除去債務 410,974 420,064

その他 80,458 92,165

固定負債合計 868,512 1,110,390

負債合計 3,103,707 3,008,816

純資産の部

株主資本

資本金 916,827 922,825

資本剰余金 1,071,340 1,077,338

利益剰余金 2,953,458 3,102,630

自己株式 △93 △93

株主資本合計 4,941,532 5,102,700

純資産合計 4,941,532 5,102,700

負債純資産合計 8,045,239 8,111,516
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（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

売上高 5,866,904 6,652,861

売上原価 1,680,419 2,012,234

売上総利益 4,186,485 4,640,626

販売費及び一般管理費 3,769,018 4,248,091

営業利益 417,466 392,535

営業外収益

受取利息 1,084 1,797

受取賃貸料 10,486 10,449

受取手数料 6,139 6,721

キャッシュバック収入 6,921 580

その他 7,421 25,852

営業外収益合計 32,053 45,401

営業外費用

支払利息 2,153 2,141

賃貸費用 10,543 10,507

支払手数料 3,766 2,990

その他 2,155 7,702

営業外費用合計 18,619 23,341

経常利益 430,901 414,594

税引前中間純利益 430,901 414,594

法人税、住民税及び事業税 175,216 129,183

法人税等調整額 7,016 34,811

法人税等合計 182,233 163,994

中間純利益 248,667 250,599
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 430,901 414,594

減価償却費 114,827 129,861

賞与引当金の増減額（△は減少） 132,529 5,470

株主優待引当金の増減額（△は減少） ― 3,881

受取利息及び受取配当金 △1,086 △1,798

支払利息 2,153 2,141

有形固定資産売却損益（△は益） △2,050 2,461

売上債権の増減額（△は増加） △90,801 9,848

棚卸資産の増減額（△は増加） 4,832 10,788

仕入債務の増減額（△は減少） △29,899 20,672

未払金の増減額（△は減少） 187,606 △14,741

未払消費税等の増減額（△は減少） △25,133 △21,981

未払費用の増減額（△は減少） △158,556 △123,133

その他の流動資産の増減額（△は増加） 97,286 △8,261

その他の流動負債の増減額（△は減少） △39,813 △3,942

その他 △854 △17,832

小計 621,940 408,028

利息及び配当金の受取額 5 748

利息の支払額 △2,143 △2,529

収用補償金の受取額 23,613 5,904

法人税等の支払額 △138,247 △190,069

営業活動によるキャッシュ・フロー 505,168 222,081

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △291,980 △345,245

有形固定資産の売却による収入 2,257 422

敷金及び保証金の差入による支出 △14,347 △27,499

敷金及び保証金の回収による収入 1,952 131

その他 7,440 10,414

投資活動によるキャッシュ・フロー △294,676 △361,777

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 ―

長期借入れによる収入 ― 400,000

長期借入金の返済による支出 △175,453 △130,005

ストックオプションの行使による収入 21,113 11,995

新株式申込証拠金の払込による収入 11,069 ―

自己株式の取得による支出 △93 ―

配当金の支払額 △82,150 △100,943

上場関連費用の支出 △13,065 ―

その他 96 △4,053

財務活動によるキャッシュ・フロー △188,483 176,994

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 22,008 37,298

現金及び現金同等物の期首残高 3,585,494 3,469,881

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,607,503 3,507,179
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

(取得による企業結合)

当社は2025年６月３日開催の取締役会において株式会社グランキュイジーヌの全株式を取得し、子会社化するこ

とについて決議し、同日付で株式譲渡契約を締結し、2025年７月15日に株式を取得いたしました。

(1) 企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 株式会社グランキュイジーヌ

事業の内容 ５つのブランドを展開する飲食業

② 企業結合を行った主な理由

複数ブランドを束ねた持続的な成長モデルを構築し、各ブランドの特性を活かしたブランド戦略を推進する

ことで企業価値の向上を図るため。

③ 企業結合日

2025年７月15日

④ 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤ 結合後企業の名称

変更はありません。

⑥ 取得した議決権比率

100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として、株式を取得したためであります。

⑧ 支払資金の調達方法

借入による調達

(2) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 971,000千円

取得原価 971,000千円

(3) 主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等 63,200千円

(4) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

(5) 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

(6) その他

本株式取得により、当社は2025年12月期第３四半期より連結決算に移行する予定であります。


